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警告：合計が違います

会
場

○(群馬県)

12:45大
会
名

第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」

09F2

期
日

2010年（平成22年) 8月9日(月)

下松スポーツ公園体育館

女子1回戦

群馬教員ク 64 47 岡山教員

警告：合計が違います

(岡山県)●
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群馬教員ク 岡山教員
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 (C) - - - - - - - 4 ＊ 5 0 2 1 4 6 0

5 - - - - - - - 5 (C) 4 0 2 0 1 5 0

6 ＊ 11 1 4 0 2 12 0 6 ＊ 8 2 1 0 3 5 0

大 島 智 子

赤 沢 薫

選　手　氏　名 選　手　氏　名

西 山 裕 美

３Ｑ・４Ｑ１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

12:12 15:11
OT1 OT2

中 根 美 穂

細 堀 泰 代

太 田 康 子

１Ｑ・２Ｑ
タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）

27:31 －07:33 17:31 23:54 32:16 －37:08 － － －
OT1 OT2

38:25
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6 ＊ 11 1 4 0 2 12 0 6 ＊ 8 2 1 0 3 5 0

7 - - - - - - - 7 ＊ 8 1 2 1 2 5 0

8 ＊ 25 2 8 3 3 10 0 8 0 0 0 0 2 0 0

9 0 0 0 0 0 0 0 9 ＊ 17 2 5 1 5 10 0

10 ＊ 4 0 1 2 1 4 3 10 0 0 0 0 1 0 0

11 ＊ 0 0 0 0 1 5 0 11 ＊ 2 0 1 0 1 3 0

13 ＊ 24 0 10 4 1 12 1 12 3 1 0 0 0 1 0

14 0 0 0 0 1 1 0 13 - - - - - - -

15 - - - - - - - 14 0 0 0 0 1 2 0

赤 沢 薫

麻 月 理 恵

阿 賀 文 郁

冨 谷 貴 子

中 根 美 穂

森 田 智 美

鈴 木 みどり

安 川 直 子

星 野 雅 美

小 林 身友希

城 代 さやか

市根井 洋 子

今 宮 千 明

河 手 志 帆

山 縣 佳 子

中 道 舞

福 嶋 祐 子

塚 田 あゆみ
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15 14 0 0 0 0 1 2 0

16 0 0 0 0 2 1 0 15 0 0 0 0 0 0 0

16 - - - - - - -

17 - - - - - - -

18 - - - - - - -

64 3 23 9 11 45 4 47 6 13 3 20 37 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

コーチ

藤 田 美 絵

佐 藤 比呂美

合計 合計

コーチ太 田 康 子

山 下 晴 子

板 谷 聡 子

柳 澤 幸 子 山 室 誠 子

中 道 舞塚 田 あゆみ
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戦　　評

両チームともハーフコートマンツーマン。序盤は激しい攻防で両チーム互角の戦い。しかし、リバウンドをものにす

る群馬が＃８＃１３を中心に得点を重ね、徐々に流れをつくり22-10で１Ｑ終了。２Ｑ開始から岡山のディフェンスは

トップの位置から激しくプレッシャーをかけるとともにインサイドを固める。そのため、群馬は１Ｑのようにインサイ

ドにボールを集められず、４分間無得点。逆に＃４＃９を中心に攻める岡山に対してファールが多くなる群馬。フリー

スローも含め、一気に岡山は差をつめてきた。２Ｑ 34-27で前半終了。

群馬＃１３の得点から始まった３Ｑは、２Ｑとは反対に岡山がファールを連発。チームファールが重なってくる。個

人ファールも増え 岡山は交代を多用せざるおえなくなる そこを群馬は＃８＃１３を中心に攻めることで突き放す
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記載者 大和　　修 （所属） 山口県バスケットボール協会

両チームともハーフコートマンツーマン。序盤は激しい攻防で両チーム互角の戦い。しかし、リバウンドをものにす

る群馬が＃８＃１３を中心に得点を重ね、徐々に流れをつくり22-10で１Ｑ終了。２Ｑ開始から岡山のディフェンスは

トップの位置から激しくプレッシャーをかけるとともにインサイドを固める。そのため、群馬は１Ｑのようにインサイ

ドにボールを集められず、４分間無得点。逆に＃４＃９を中心に攻める岡山に対してファールが多くなる群馬。フリー

スローも含め、一気に岡山は差をつめてきた。２Ｑ 34-27で前半終了。

群馬＃１３の得点から始まった３Ｑは、２Ｑとは反対に岡山がファールを連発。チームファールが重なってくる。個

人ファールも増え、岡山は交代を多用せざるおえなくなる。そこを群馬は＃８＃１３を中心に攻めることで突き放す。

３Ｑ 48-39の9点差。４Ｑは両チームともシュートチャンスがあるものの肝心なところでシュートが入らない。残り５分

位から群馬はターンオーバーからの得点でリズムをつくる。最後まで運動量が落ちない群馬が速攻から加点し、追いす

がる岡山を突き放した。64-47で群馬が勝利。
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